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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期連結
累計期間

第48期
第１四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 3,614,807 3,731,881 16,119,498

経常利益 （千円） 303,202 332,606 1,500,287

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △64,012 195,289 646,785

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △129,793 273,153 609,007

純資産額 （千円） 6,629,602 7,556,392 7,386,781

総資産額 （千円） 11,742,781 12,423,465 12,204,957

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △16.91 51.59 170.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.5 60.8 60.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融政策により、円安・株高傾向が継

続し、企業収益に改善が見られるなど緩やかな回復基調が続いております。しかしながら消費税率引き上げの影響

や、中国やその他新興国経済の景気減速等の懸念もあり、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの属する情報サービス業界においては、景況感の改善にともない、ＩＴ投資は緩やかな回復基調に

ありますが、市場競争は激しく、依然として厳しい状況で推移しております。

こうした状況の中、当社グループは、通信システム事業、情報システム事業、ネットワークソリューション事

業、データエントリー事業の基幹４事業の持続的成長と拡大を目指し、ＩＴの進化や市場の変化に柔軟に対応し、

市場成長が見込まれる分野に注力するとともに、各事業間で有機的な連携を図りながら、顧客満足度が最大となる

ようなサービスの提供に取り組みました。また、これら基幹事業に加えて、ＩＴを取り巻く急速な環境の変化に的

確に対応するために、オープンイノベーションを継続的に推進し、他社とのアライアンスを含めたＩＴの新たな活

用方法や価値の高いサービス等、独自のプロダクトやソリューションの創出を目指しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、情報システム事業、ネットワークソリューション

事業、NID東北の受注が好調に推移したこと等により、売上高3,731百万円（前年同四半期比3.2％増）、営業利益

313百万円（同4.5％増）、経常利益332百万円（同9.7％増）となりました。また、上記に加えて特別損失が減少し

たこと等により、四半期純利益は195百万円（前年同四半期は64百万円の四半期純損失）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①通信システム事業

当事業では、カーエレクトロニクス関連の受注は増加しましたが、モバイル関連の受注が減少しました。この

結果、売上高は696百万円（前年同四半期比3.7％減）、営業利益9百万円（同38.0％減）となりました。

②情報システム事業

当事業では、生損保、共済関連の主要顧客からの受注が増加しました。この結果、売上高は965百万円（同

7.7％増）、営業利益158百万円（同10.6％増）となりました。

③ネットワークソリューション事業

当事業では、運輸業や生損保等の主要顧客からの受注が増加しました。この結果、売上高は1,197百万円（同

4.7％増）、営業利益81百万円（同9.2％増）となりました。

④NID・IS

当事業では、システム開発では製造関連の受注が増加しましたが、データ入力では電力関連の受注が減少しま

した。この結果、売上高は600百万円（同1.9％減）、営業利益28百万円（同40.5％減）となりました。

⑤NID・IE

当事業では、生損保関連の主要顧客からの受注が減少しました。この結果、売上高は150百万円（同15.0％

減）となりました。一方、利益面では生産性向上等に努め、営業利益は12百万円（同61.2％増）となりました。

⑥NID東北

当事業では、抑制傾向が続いていた電力関連の主要顧客からの受注が増加しました。この結果、売上高は121

百万円（同97.5％増）、営業利益5百万円（同516.0％増）となりました。
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(2）財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金並びに仕掛品の増加、受取手形及び売掛金の減

少等により、前連結会計年度末に比べ90百万円増加し9,088百万円となりました。固定資産は投資有価証券の増加

等により、前連結会計年度末に比べ128百万円増加し3,334百万円となりました。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ218百万円増加し、12,423百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、短期借入金の増加、賞与引当金の減少等により、前連結会計

年度末に比べ117百万円増加し2,253百万円となりました。固定負債は退職給付に係る負債の減少等により、前連結

会計年度末に比べ68百万円減少し2,613百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ48百万円増加し、4,867百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加等により、前

連結会計年度末に比べ169百万円増加し7,556百万円となりました。

この結果、自己資本比率は60.8％（前連結会計年度末は60.5％）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,479,320

計 17,479,320

 
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,369,830 4,369,830

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 4,369,830 4,369,830 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成26年４月１日～

　平成26年６月30日
－ 4,369,830 － 653,352 － 488,675

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     584,200 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式   3,783,300 37,833 同上

単元未満株式 普通株式       2,330 － －

発行済株式総数 4,369,830 － －

総株主の議決権 － 37,833 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エヌアイデイ
千葉県香取市玉造三丁目

１番５号
584,200 － 584,200 13.37

計 － 584,200 － 584,200 13.37

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,090,723 6,184,844

受取手形及び売掛金 2,161,064 1,727,178

有価証券 1,040 101,044

仕掛品 177,820 428,570

繰延税金資産 382,838 385,501

その他 184,829 261,375

流動資産合計 8,998,317 9,088,515

固定資産   

有形固定資産 242,189 235,538

無形固定資産 152,526 139,256

投資その他の資産   

投資有価証券 1,660,171 1,884,585

繰延税金資産 803,623 722,810

差入保証金 257,822 260,848

その他 90,307 91,910

投資その他の資産合計 2,811,924 2,960,154

固定資産合計 3,206,640 3,334,949

資産合計 12,204,957 12,423,465

負債の部   

流動負債   

買掛金 346,744 336,805

短期借入金 － 410,000

未払金 366,397 366,577

未払法人税等 253,701 123,390

賞与引当金 864,191 437,884

その他 305,180 578,675

流動負債合計 2,136,215 2,253,332

固定負債   

退職給付に係る負債 2,161,036 2,099,773

役員退職慰労引当金 439,300 444,187

資産除去債務 36,969 34,010

その他 44,654 35,770

固定負債合計 2,681,960 2,613,740

負債合計 4,818,176 4,867,073

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,352 653,352

資本剰余金 488,675 488,675

利益剰余金 7,295,103 7,386,849

自己株式 △1,226,430 △1,226,430

株主資本合計 7,210,700 7,302,446

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 157,703 237,263

退職給付に係る調整累計額 18,377 16,682

その他の包括利益累計額合計 176,081 253,945

純資産合計 7,386,781 7,556,392

負債純資産合計 12,204,957 12,423,465
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 ※ 3,614,807 ※ 3,731,881

売上原価 2,878,181 2,988,336

売上総利益 736,626 743,545

販売費及び一般管理費 436,715 430,213

営業利益 299,911 313,331

営業外収益   

受取利息 0 5

受取配当金 6,119 12,309

有価証券売却益 － 548

出資金運用益 － 282

助成金収入 1,600 16,768

その他 2,028 1,753

営業外収益合計 9,749 31,668

営業外費用   

支払利息 315 335

租税公課 － 2,630

持分法による投資損失 － 9,427

出資金運用損 6,142 －

営業外費用合計 6,458 12,392

経常利益 303,202 332,606

特別利益   

その他 － 29

特別利益合計 － 29

特別損失   

退職給付費用 － 847

契約解除損失 407,159 －

特別退職金 － 19,914

その他 17 55

特別損失合計 407,176 20,816

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△103,973 311,820

法人税等 △39,961 116,530

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△64,012 195,289

四半期純利益又は四半期純損失（△） △64,012 195,289

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△64,012 195,289

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △65,780 79,559

退職給付に係る調整額 － △1,695

その他の包括利益合計 △65,780 77,864

四半期包括利益 △129,793 273,153

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △129,793 273,153

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が103,801千円減少し、利益剰余金が

66,806千円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響は軽微であります。

 

（税金費用の計算方法の変更）

　税金費用については、前連結会計年度の四半期決算において年度決算と同様な方法により計算しておりました

が、当第１四半期連結会計期間より、年度決算で見込まれる税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

　この変更は、当社及び連結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図り、四半期決算における迅速性に対応

するためであります。

　なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

 

（会計上の見積りの変更）

（退職給付債務の計算方法に係る見積りの変更）

　当第１四半期連結会計期間より、連結子会社において、退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更し

ております。

　この変更は、より合理的な数理計算による退職給付債務の算定を行うことにより、適切な引当金の計上及び期

間損益の適正化を図るためであります。

　この変更に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首における簡便法と原則法により計算した退職給付債務の差

額847千円を退職給付費用として特別損失に計上するとともに、税金等調整前四半期純利益が同額減少し、退職

給付に係る負債が同額増加しております。

 

（四半期特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※　前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）

　当社グループでは、システム開発事業において、売上高の計上の基準となる検収が第２四半期連結会計期間及び第

４四半期連結会計期間に集中する傾向があるため、第１四半期連結会計期間及び第３四半期連結会計期間は売上高が

低くなっております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 41,038千円 28,549千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 170,351千円 45円  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 170,349千円 45円  平成26年３月31日  平成26年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

通信システ
ム事業

情報システ
ム事業

ネットワー
クソリュー
ション事業

NID・IS NID・IE NID東北

売上高        

外部顧客への売上高 723,561 896,248 1,144,307 611,926 177,284 61,479 3,614,807

セグメント間の内部
売上高又は振替高

17,572 1,054 9,877 99,345 156,153 60,219 344,223

計 741,133 897,303 1,154,184 711,271 333,438 121,699 3,959,031

セグメント利益 15,009 143,350 74,639 47,864 7,651 930 289,446

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 289,446

セグメント間取引消去 975

全社費用（注） 11,634

棚卸資産の調整額 △3,044

その他 899

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 299,911

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

通信システ
ム事業

情報システ
ム事業

ネットワー
クソリュー
ション事業

NID・IS NID・IE NID東北

売上高        

外部顧客への売上高 696,993 965,002 1,197,543 600,219 150,671 121,450 3,731,881

セグメント間の内部
売上高又は振替高

14,044 7,121 6,050 83,395 158,821 47,765 317,200

計 711,037 972,124 1,203,594 683,615 309,493 169,216 4,049,081

セグメント利益 9,298 158,514 81,509 28,495 12,337 5,730 295,886

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 295,886

セグメント間取引消去 1,066

全社費用（注） 17,907

棚卸資産の調整額 △2,270

その他 742

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 313,331

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　（会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。当該変更

が当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△16円91銭 51円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△64,012 195,289

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△64,012 195,289

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,785 3,785

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月13日

株式会社エヌアイデイ

取締役会　御中

 

新宿監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　信行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　修介　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エヌア

イデイの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エヌアイデイ及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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